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1は じ め に

良食味 。高品質米を生産するためには適期に刈り取る

ことが重要である。本報では、水稲刈取時期を籾水分か

ら推定するため、立毛状態の籾水分を非破壊で測定する

赤外線を使つた汎用型水分計の活用について検討したの

で報告する。

2試 験 方 法

(1)調査材料

1)供試機 C社製デジタル赤外線水分計 (IR AM220)

(図 1)

2)使用波長 1800nm、 1960nm(水 分吸収波長)、 2200nm

3)演算方法 (反射率)R1960nm/(R1800nm+R2200nm)

4)検出器 約lkg DC12V(変 換器より供給)

変換器 約3kg AC100V電源

5)供試品種 はえぬき(山形農試ほ場の稲体)

6)籾水分の算出方法 赤外線水分計で測定したサンプ

ルを脱粒して、全重を測定後、乾燥機でHO℃ 、24時

間乾燥して、乾籾重を測定し算出した。

(2)調査方法

1)試験1 測定時の供試本数及びサンプル形状 (脱粒籾

と立毛穂)の検討

「はえぬき」を供試し、6本から12本の穂を束にして、

穂の3基部を測定し、その平均値を比較した。また、立

毛状態の穂とそれぞれを脱粒して籾を遮光アダプタに

充填した場合の2種類の方法でそれぞれ測定し比較し

た。

2)試験2 測定部位の検討と籾水分の測定精度の検討

2000年に立毛状態の水稲穂 (8～ 12本)を東にして、赤

外線水分計を使い出穂後26～ 46日 の合計4回測定した。

測定部位は、 穂部をほぼ3等分し、穂首側から順に基

部、中央部、先端部として測定した。

3)試験3 はえぬきの籾水分の推定の検討

試験1か ら試験 2の結果を踏まえて、赤外線水分計の

出力値と籾水分の関係を検討した。2001年 と2002年の2

年間で検討した。

4)試験4 はえぬきの刈り取り予測の検討

2001年 と2002年 の2年間のデータよりはえぬきについ

て籾水分と刈り取りまでの日数の関係を検討した。

3 試験結果及び考察

(1)水稲穂測定時の供試本数及びサンプル形状 (試験 1)

供試本数6～ 12本 の範囲では出力値にほんど差はなく

(表 1)、 この供試本数の範囲では、出力値に対する影響

はほとんど見られなかった。また、立毛状態の穂の籾水

分出力値と脱粒した籾の出力値には明確な差はみられな

かった (図 2)。

(2)穂の測定部位〈試験2)

水稲穂の基部、中央部、先端部の3部位を測定した結

果、測定部位ごとの出力値に差が認められたく表2)。 そ

のため、籾水分の算出については、3部位の平均値を用

いる必要があると考えられた。

(3)はえぬきの籾水分の推定 (試験3)

2ケ 年のデータを解析した結果、はえぬきの籾水分と

出力値の間にはR2=0860の 高い相関が見られた(図 3)。

このことから、赤外線水分計の測定により籾水分の推定
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が可能であると考えられた。

(4)はえぬきの刈り取り予測 (試験4)

はえぬきの刈り取り適期は、籾水分25%が 目安になっ

ている。籾水分の変動は、図4の ような関係にあり、は

えぬきの刈り取り適期は、2001年 では9月 28日 と予測さ

れた。

図 1 赤外線水分計と遮光アダプタ

表 1 供試穂数と赤外線水分計の出力

籾 水 分

4ま と め

はえぬきの立毛状態の水稲穂8～ 12本 の穂首を揃え、

東にして、穂首側から順に3ヶ 所赤外線水分計で測定す

る方法により、籾水分の推定は可能である。さらに、籾

水分の推定結果より、籾水分が35%に なった時点で、刈

り取り時期の目安である籾水分25%に到達する日数を予

測することが出来る。
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図2 脱粒籾と立毛状態の穂の場合の出力値
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(本) (生体菫g/cmヽ 値 表 2 はえぬきの測定部位ごとの出力値

中央部  0899  0891 0511

先端部  0845  0828  0561  0496
日変動の有意差検定は,**、 測定部位の有意差検定は*
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出穂後の積算温度 (℃ )

図4 籾水分と出穂後の積算気温の関係

2001年のはえぬきの出穂期 8月 8日 、

()内 は調査日
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図 3 はえぬきの籾水分と出力値 (2001、 2002年 )
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